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Summary 

The pu,rpose of the present study was to investigate the physical characteristics and maxi-

mal aerobic power in the Tibetan immigrants living in the suburban district of Nepal. The 

subjects of this survey were 242 males and 306 females, aged 20 to 79 years old. Measure-

ment for physique was carried out on the body height, body weight and skinfold thickness 

(triceps, subscapular, suprailiac, ymbilical). The percentage body fat (%Fat) was estimated 

from skinfold thickness, body weight and body surface area by the equation of Nagamine. 

Maximal aerobic power(MAP) was estimated by Margaria's method. The mean height of 

the Tibetan immigrants was higher than those of Nepalese groups living in suburban and 

rural districts in both sexes. The mean body weight, skinfold thickness at any measured 

points and %Fat of the Tibetan immigrants in every age group and both sexes were also sig-

nificantly higher than those of other Nepalese groups. The intakes of energy per day were 

significantly lower in the Tibetan immigrants than in the suburban and rural groups. In 

female, no significant differences in the mean MAP were found between the Tibetan immi-

grants and other Nepalese groups. In male, the mean MAPs of the Tibetan immigrant were 

almost the same level as those of the suburban group of the Nepalese in all age groups, but 

significantly lower than those of the rural group. These results suggest that fatty body com-

position and lower physical fitness of the Tibetan immigrant may be due to their physically 

inactive life style. 
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はじめに

工業先進国の今日的な健康問題は，生活様式や生活

習慣の変化に起因するところが大きいと考えられる9)10)。

著者らは，現代の健康問題に対する効果的な対策を立

てるためには，生活形態の異なる集団の実態の把握と

比較を行う必要があると考え，種々の調査研究を行っ

てきた5)7)10) 11) 12) 14)17) 18) 19)20)21)22)23)27)28)29)30)21) 

゜
ところで，元来の居住地から移住することによって，

食生活の変化や栄養不足，環境への不適応の結果，疾

病の増加や栄養不良，低体力化が起こることが報告さ

れている2)3)4)26)。著者らは， 1990年9月に， 1959年のダ

ライ・ラマのインドヘの亡命を契機に故国チベットを

離れ，ネパール王国の都市近郊に居住しているチベッ

ト移住民について，形態・体力，栄養および医学的調

査研究を行った5)6)7)8)。彼らはスイスの援助と彼らの努

力によって，環境への不適応や困難な移住生活を乗り

越えてカーペット産業を起こし，現在はネパール王国

の経済を支えるほどの成功を治めている鸞しかし，彼

らが経済的に成功しているとはいえ，彼らのほとんど

が絨毯の製造・販売に携わり，極めて座業的な生活を

営んでいる。また，彼らの行動は，周囲2,3kmの難民

キャンプ内に限られ，スポーツ活動も存在しない非活

動的な生活を営んでいる。そこで，彼らの形態および

最大酸素摂取量について明らかにしようと試みた。

方法

1.対象者

調査地は，ネパール王国の首都カトマンズに隣接す

る都市パタンの南郊に位置するジャワラケル(Jawalak-

hel)であった。この地域はチベット難民キャンプを中

心とした地域であった。これら地域の住民は，いずれ

も1959年以降にチベットから移住してきた移住民とそ

の子孫であった。調査対象者は， 20歳以上の成人男性

242名および女性306名の計548名であった。

これら対象者の男性118名 (48.9%）および女性200

名 (65.5%）は，チベット難民チャンプ内の絨毯工場

で働いていた。勤務内容は，男性では20歳 •30歳代が

羊毛の染色や運搬， 40歳以上が羊毛の糸つむぎや絨毯

の仕上げ工程における毛揃え・絨毯の清掃などであっ

た。また女性では絨毯織りがほとんどであり，高齢者

は男性の中高年者と同じように糸つむぎや毛揃え•清

掃などであった。その他の人達の職業は，事務員や絨

毯の販売，教員，学生などであった。したがって，本

対象者のほとんどが，座業的な生活を営んでいた。

2.測定項目および方法

形態の測定は，身長，体重， 4部位の皮下脂肪厚（上

腕背側，肩甲骨下角部，腸骨上縁部，謄側部）などに

ついておこなった。身長は，マルチン式人体計測器を

用いて0.1cm単位で計測した。体重は校正したヘルス

メータを用い着衣のままで0.2kg単位で測定したが，特

に補正は行わなかった。皮下脂肪厚は，栄研式皮脂厚

計を用い0.5mm単位で計測した。これらの計測は，全

て熟練した一人の計測者がおこなった。さらに上腕背

側部および肩甲骨下角部の計測値および身長，体重か

らNagamine16>, Br6zekかの式を用いて体脂肪率

(% Fat) を算出した。

最大酸素摂取量の推定は，踏台を用いた Margariaら

の方法13)に準じて行った。すなわち，女性と男性の50歳

以上については台高35cmの踏台を，男性50歳未満の対

象者には台高40cmの踏台を， 1分間に15回と22.5回の

リズムでそれぞれ 4分間昇降をさせた。各踏台昇降の

後半の30秒間の心拍数を， Nissei社製デジタル脈拍計

(PU-751)を用い，胸部双極誘導法によって求めた。そ

れぞれの負荷終了前30秒間の心拍数と，年齢から推定

される最高心拍数（最高心拍数＝2.17-0.87X年齢）を

Margariaらの推定式に代入し，最大酸素摂取量(MA

P) を算出した。これらの踏台昇降運動は，心電図検

査や血圧，内科的所見あるいは整形外科的所見が認め

られず，運動が可能と判断された対象者において実施

した。

これらの測定は， 1990年9月9日から19日に行い，そ

の時の室湿は， 19~24℃であった。

結果

形態の計測値，算出した体脂肪率(%Fat)および最

大酸素摂取量 (MAP) を表 1に示した。なお，最大

酸素摂取量の推定を行った対象者は，表 1の下に示し

たように形態計測の対象者よりも少ない。それは，医

学的所見による運動負荷禁止者，踏台昇降運動の辞退

者， 2回目の運動時にリズムについて行けなくなった

者などがいたからである。

チベットからの移住民 (Jawarakhel）の形態を明ら

かにするために，同様な方法で計測・測定した31)ネパー

ルの都市近郊農村 (Bhadrakali)および丘陵地農村

(Kotyang)の住民の身長，体重および％ Fatの値と

比較し，図 1に示した。
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Table 1. Mean and Standard Deviation of Morphological Parameters and Maximal Aerobic Power 

for Subjects by Sex and Age. 

Age n Height Weight Skinfold Thickness(mm) %Fat MAP 
(yrs) (cm) (kg) Triceps Subscapular Suprailiac Umbilical (%) (ml/kg/min) 

MALE 

20-29 66 164. 9士5.6 55.7士 6.2 6.5士3.1 9.8士5.5 8.8土 6.9 9.4士 7.1 13. 3土4.1 45. 2士6.5a

30-39 56 162.3土5.5 56.3土 8.6 8.0士3.9 12. 4土7.6 15.3土11.4 15.8士11.1 15.4土5.5 39.5士6.9b 

40-49 29 163. 9士5.8 60.3士11.2 9.2士5.3 14.1土9.6 19.8士13.3 19.8士12.5 16.5土6.8 34.2土5.4c

50-59 59 161. 5士5.2 57.7士10.0 8.3士4.4 12.8土8.2 15.1土10.4 15.5士10.4 15.5土5.8 32. 8土5.2d

60+ 32 162.3士5.6 58.1土10.4 8.9士4.0 12. 8士7.6 15.1土10.0 14.5士8.5 15.8土5.0 31.2土5.le 

-----------------------------------------------------------------------------------------------

FEMALE 

20-29 87 151. 9士5.8 48.1士 7.5 15.3土5.5 16.3土 7.0 17.5士 8.5 18.7土 7.1 22. 7士5.9 35.1土4.3f 

30-39 65 151. 6士5.0 52.2士 8.4 15. 9土5.1 20. 0土10.8 19.0士10.9 19.1土10.0 24.3士7.5 34.6土5.0g 

40-49 67 150. 5士5.6 50.5士 9.4 15. 9土6.4 18.5土 9.2 17.9士 9.5 19.2土10.4 23. 6士7.2 32.3土4.4h

50-59 48 149. 8士6.0 54.7士10.0 18.4土6.9 20. 5土10.0 19.4士11.2 21.3土10.3 25.1士7.6 30.1土3.4i

60+ 39 147.3士5.7 46.4士 8.6 13.4土6.0 12.2土 8.5 13.0士 9.5 13.1土 8.3 18.8士7.0 29.8士2.1j 

Subjects Number of MAP as folow : a=64, b=47, c=25, d=39, e=l3, f=74, g=50, h=41, i=l3, j=2 

1) 身 長 30歳代の都市近郊農村の男性および20歳代の丘陵地農

20歳代男性は， 30歳代， 40歳代および60歳代より有 民女性とに有意差を認めなかったが，それ以外の世代

意に大きかった（それぞれ p<0.05, p<0.001および p では男女ともチベット移住民の方が有意に重かった (p

<0.05)。他の年代間では差を認めなかったが， 30歳代 <0.05"-'p <0.001)。

は40歳代に比べ平均値で1.6cm低く， 60歳代と平均値

および標準偏差値が同じであった。また女性の20歳代 3)皮下脂肪厚および体脂肪率

は50歳代 (p<0.05)および60歳代 (p<0.001) より有 20歳代の男性の皮下脂肪厚は， 40歳代を除くいずれ

意に大きく， 30歳代および40歳代は60歳代より有意に の年代と比較しても上腕背側部，肩甲骨下角部，腸骨

大きかった（それぞれ p<0.001および p<0.01)。 上縁部および謄側部のいずれの部位でも有意に小さか

チベット移住民の男性は，都市近郊農民に比較して った (p<0.05"-'p <0.001)。女性の皮下脂肪厚では，

40歳代と50歳代 (p<0.05とp<0.01)で有意に高く， 60歳代が上腕背側部において20歳代および40歳代との

また丘陵地農村住民に比べて20歳代と40歳代が有意に 間に有意差を認めなかった以外は，測定したどの部位

大きかった（いずれも p<0.01)。また女性では，都市 においても有意に小さかった (p<0.05"-'p <0.001)。

近郊農村の40歳代 (p<0.05)，丘陵地農村住民の30歳 また20歳代の皮下脂肪厚は， 30歳代の肩甲骨下角部(p

代， 40歳代および50歳代（いずれも p(0.01)より有意 く0.05)および50歳代の上腕背側部 (p<O. 01)ならび

に大きかった。 に肩甲骨下角部 (p<0.01)より有意に小さかった。そ

の他の30歳代， 40歳代および50歳代の間では， 50歳代

2)体重 の上腕背側部が40歳代 (p<O. 05)より大きかったのを

チベット移住民の男性では，どの世代間にも有意差 除いて，どの部位において有意差を認めなかった。

を認めなかった。一方女性では， 50歳代が最も重く， 体脂肪率をみると，男性では20歳代が40歳代と差を

20歳代 (p<O. 001), 40歳代 (p<0.05) および60歳代 認めなかったが，他の年代より有意に小さかった (p<O.

(p <0.001) より有意に重かった。また30歳代は20歳 05"-'p <0.01)。30歳代， 40歳代， 50歳代および60歳代

代 (p<0.01) と60歳代 (p<0.01) より， 40歳代は60 の間では，有意差を認めなかった。女性では， 60歳代

歳代 (p<0.05)より有意に重かった。したがって有意 がどの世代よりも有意に小さかった (p<0.01"-'p <O. 

差を認めなかったのは， 20歳代と40歳代および60歳代 001)。その他の世代では， 20歳代が50歳代より有意に

との間， 30歳代と40歳代および50歳代との間であった。 小さかった (p<O. 05)のを除けば，有意な差を認めな

都市近郊農村および丘陵地農村の住民と比較すると， かった。
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Fig 1. Mean Body Height, Weight and %Fat by Sex and 
Age-group. 

都市近郊農村住民と比較すると，男性では20歳代，

30歳代および40歳代の肩甲骨下角部， 20歳代の腸骨上

縁部と謄側部において有意な差を認めなかった。しか

し，その他の年代や部位でチベット移住民の方が有意

に大きかった (p<0.05,-...__,p <0.001)。％ Fatでみても，

40歳代に有意差を認めなかった以外は，チベット移住

民の方が有意に大きかった (p<0.05,...__,p <0.001)。ま

た丘陵地農村住民と比較すると， 20歳代の肩甲骨下角

部が 5％水準で有意であった以外は，全ての年代およ

び測定部位で0.1％水準でチベット移住民の方が有意に

大きかった。それゆえ，チベット移住民の％ Fatは，

丘陵地農民より全ての年代で有意に大きかった（すべ

てp<0.001)。

女性の皮下脂肪厚についてみても，チベット移住民

は60歳代の都市近郊農村住民の肩甲骨下角部および謄

側部とに差を認めなかった以外は，どの部位において

もまたどの年代でも都市近郊農村および丘陵地農民よ

り有意に大きく，その有意水準はほとんどが0.1％水準

であった。％ Fatも，どの年代においても都市近郊農

村住民および丘陵地農民より有意に大きかった（すべ

てp<0.001)。

表 2に，％ Fatが男性20％以上，女性30％以上を肥

満者として，その出現率を都市近郊農村住民および丘

陵地農民と比較して示した。本対象者の肥満者の出現

率は， 20歳代の男性と60歳代の女性以外は，明らかに

都市近郊農村住民より多かった。

4)最大酸素摂取量

推定した個人の最大酸素摂取量 (MAP) を，年齢

との関係で図 2 （男性）および図 3 （女性）に示した。

年齢群別の平均値は，表 1に示した通りである。

表 1に示した年齢群別の平均値を，同様な方法で推

定したネパールの都市近郊農村および丘陵地農民31)と比

較すると，男性は都市近郊農村住民より 20歳代におい

てのみ有意に高かった (p<0.05)。しかし，丘陵地農

村住民に比べると， 20歳代， 30歳代および40歳代で有
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意に低かった（いずれも p<0.001)。また女性では， 20

歳代で丘陵地農村住民より有意に低かった (p<O. 01) 

が，その他の年代および都市近郊農村の住民とは，有

意差が認められなかった。

男性の場合，年齢(x)とMAP(Y)との間に r=-

0.645の単相関係数が得られ，その関係を一次回帰式で

あらわすと， Y=53.8-0.39xであった。また女性の

場合，単相関係数は r= -0.303で， Y=38.5-0.14X 

という一次回帰式が得られた。これらの一次回帰式お

よび単相関係数は，男性の場合，丘陵地農村(Y=61 

2 -0. 462 X, r = -0. 682) と都市近郊農村 (Y=48. 

2-0.261X, r =-0.557)の中間位にあった。女性の

場合は，丘陵地農村(Y=43.7-0.234X,r =-0.410) 

および都市近郊農村 (Y=41.9-0.222X, r =-0. 

342) よりやや低かった。
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1.形態

1)身長

男性の20歳代および女性の20歳代， 30歳代および40

歳代の身長は，それ以上の世代より有意に大きかった。

身長は遺伝的要因に影響されるが，食生活やその他の

社会経済的要因の影響が大きいと考えられる 17)25)。近年

の日本人の身長は， 10年齢につき約10mmの割合で大

きくなっており，その原因も栄養や社会経済的要因の

変化に負うところが大きいと考えられている 25似著者ら 17)

は， 1981年当時のネパールの中部山岳民において，身

長の世代差が認められず，それは食生活や社会的要因

が少なくとも50年間それほど大きく変化していないた

めであろうと報告した。また，日本最西端の離島であ

る沖縄県の与那国島の住民が福岡県住民に比較して，

中高年者では差がないが，若い世代では身長を認めた。

これも遺伝的な差ではなく，社会経済的要因の変化の

差に起因するであろうと述べた 18)0

本対象者は若い世代の身長が大きい傾向にあった。

したがって，チベット移住者では日本人ほどではない

にしろ，食生活や社会経済的要因の変化が認められる

のではないかと考えられる。

ところで，本対象者の身長は，有意差を認めない世

代もあるが，ネパールの都市近郊農村住民や丘陵地農

民より有意に大きい世代が認められ，男女とも少なく

とも比較に用いた 2つの集団より低い世代は認められ

なかった。したがって，チベットからの移住民は，都

市近郊の農村や丘陵地農村に居住するネパール人より

身長がやや大きい傾向にあった。
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鈴木叫ま，各民族の身長の差は遺伝的な人種差という 育期の栄養や社会経済的要因の影響を受け易いのかど

よりも食生活に起因するものであり，とくに動物性蛋 うかは不明である。

白質の摂取を主とした食質の影響力は他の因子よりも

ひと桁違う位に大きいとしている。本対象者および比

較に用いた都市近郊農村住民や丘陵地農民についての

栄養摂取量等の調査5)6)を行っている。本対象者の男性

237名，女性299名の 1日当たりの蛋白質摂取量の平均

値は，男性が75.8士29.9g,女性が65.2士24.3gであっ

た。これは男女とも丘陵地農民（男性： 64.6土25.0g,

女性： 58.0士27.lg)より大きく，都市近郊農村住民（男

性： 76.0士28.7g, 女性： 72.3士26.4g)と大差が認め

られなかった。また動物性蛋白比は男性が26.4土11.6

％，女性が25.2土10.7％であり，男女とも丘陵地農民

（男性： 11.7土17.2%，女性：女性： 11.6士17.4%)

より有意に大きく，都市近郊農村住民（男性： 22.6士

16.8%，女性： 22.6土16.2%）と大差がなかった。さ

らに動物性蛋白質を全く摂取していない対象者は，本

対象者の場合18％で，丘陵地農民の58％より少なく，

都市近郊農村住民の15％と大差がなかった 5)6)。したが

って，チベットからの移住民の身長が，ネパール丘陵

地農民より身長がやや高かったことに関しては，動物

性蛋白質の摂取量の影響も考えられる。しかし，都市

近郊農村の住民については，動物性蛋白質等などだけ

では説明が不可能であろう。

大坂ら23)は，本対象者と比較に用いた都市近郊農村と

約半数が同じ対象者の住民を，農民と非農民に分けて，

栄養素や肥満の出現率等を比較している。その資料に

よると，動物性脂肪の摂取量をはじめ栄養素の摂取量

等は農民と非農民とで差が認められないが，身長は非

農民 (90名の平均値： 163.7土5.7cm)の方が農民 (147

名： 159.1土6.5cm)より有意に大きい (p<0.05）。し

たがって，チベット移住民の身長が都市近郊農村の住

民より高い傾向が認められたことに関しては，動物性

蛋白質の摂取量以外にも多面的に検討する必要があろ

う。

なお，チベット移住民の男性の30歳代は20歳代より

有意に低く (p <0.05)，その他の年代とは有意差を認

めなかったが， 40歳代に比べ平均値で1.6cm低く，平

均値および標準偏差値が60歳代と同じであった。これ

ら30歳代は移住の前後に生まれたか移住時に少年期を

過ごした世代である。一方，女性の30歳代においては，

男性のような傾向が認められていない。 30歳代の男性

の身長が40歳代よりやや低かった要因が，単に偶然で

あるのか，発育期の食生活や社会経済的要因がこれら

の身長に影響を及ぼしたのか，女性に比べて男性が発

2)体重，皮下脂肪厚および体脂肪率

測定した 4部位の皮下脂肪厚は，男性では20歳代が

小さく，女性では20歳代と60歳代が他の世代より小さ

かった。また％ Fatは，男性では世代による差を認め

ず，女性では40歳代および50歳代が20歳代や60歳代よ

りやや大きい傾向にあった。そして20歳代の身長が大

きいにも関わらず，男性では体重に世代差を認めず，

女性では30歳代， 40歳代および50歳代が20歳代や60歳

代より大きい傾向にあった。したがって，本対象者で

は，日本人11)12)に認められるような中年太りが認められ

たことになる。

本対象者を都市近郊農村住民および丘陵地農民と比

較した結果，本対象者の40歳代以上の世代では男女と

も体重が有意に重く，各部位の皮下脂肪厚も厚<,さ

らに％ Fatも極めて大きかった。そして，肥満者の出

現率も極めて高かった。

単純性肥満は，摂取エネルギーが消費エネルギーを

相対的に増加することによって起こると考えられる。

Mayerら15)は，ある程度の運動量が維持されていれば，

摂取カロリーと消費カロリーが比例し，肥満は起こら

ないとしている。また肥満の原因は，過食よりむしろ

身体活動量の減少にあるとする報告も多い11)12)15)23)。

本対象者の摂取エネルギーは，全対象者の平均で一

日あたり男性が2,526土852kcal,女性が2,180士716

kcalであった6)7)。また体重当たりの 1日の摂取エネル

ギー量は，男性が44.4土17.2kcal,女性が44.2土16.1

kcalであった6)7)。これは，都市近郊農村住民5)の男性(2'

815士939kcal,55. 9土18.3kcal/kg)，女性 (2,608土

885kcal, 60. 2士21.Okcal/kg)に比べて，絶対値でも

体重当たりの相対値でも男女ともに有意に小さい値で

ある（いずれも p<0.001)。また丘陵地農民5)の男性(2,

526土852kcal,50. 9士17.2kcal/kg)，女性(2,303士1,

015kcal, 52. 0土22.4kcal/kg)ど比較すると，絶対値

では差が認められないが，体重当たりの相対値では男

女とも有意に少ない（いずれも p<0.001）。したがって，

本対象者の摂取エネルギー量は，必ずしも多くないと

いえる。

一方，本対象者の身体活動量は，まだ定量化してい

ない。本対象者において，男性の20歳代と30歳代以外

の人々は，ほとんどが座業的な勤務に従事していた見

また，居住地と勤務地は隣接し，彼らのほとんどが徒

歩で数分も要しない距離に居住している。さらに彼ら
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の行動範囲も限られている。もちろん彼らの間では， のMAPが低いことによると考えられる。チベット移

スポーツ活動も 20歳代の男性以外認められない。 住民の20歳代の男性の場合，絨毯の運搬や染色のため

したがって，チベット移住民の皮下脂肪厚が厚く， の薪の運搬，染色のために大きな釜の中の羊毛のかき

% Fatが高く，体重が重く，さらに肥満者が多い理由 混ぜなど身体的労働を行っているものが半数以上で，

のひとつは，彼らの摂取エネルギーが多いためでなく， しかもそれらの身体的労働が 1日中，年間を通して行

むしろ日常生活での身体活動量の減少に起因すると思 われていた。さらに彼らの中には，バレーボールやサ

われる。 ッカーを行うものも含まれていた。このようなことが，

20歳代で本対象者の方が有意に高いMAPをもたらし

2) 最大酸素摂取量 た可能性として考えられる。

Daviesら叫ま，集団の体力は年齢，栄養状態，気候条 しかし，中高年者の場合，スポーツ活動を行う者は

件および日常生活での身体活動量に依存し，民族間の 認められなかった。日常生活での労働も絨毯の毛繕い

比較を行う場合は同じ方法で測定しなければならない や糸巻などの座業的労働のみであった。また，前述し

としている。本研究において推定したMAPは，比較 たように，勤務地と居住地とが隣接し，日常生活での

に用いた都市近郊農村住民31)および丘陵地農民31)の場 移動も極めて短い距離間でしか認められない。さらに，

合と同じ負荷条件，測定方法であった。また測定時の 勤務時間以外は，都市近郊農村の住民の場合と同様に，

気渦や天候もほぼ同じであった。 随所に談笑やマージャン， トランプなどをして過ごし

ていた。

(1) 男性の最大酸素摂取量 著者ら 19)は九州地区の男性387名 (20,...__,78歳）のMA

MAPの大小は，持久的競技者のような競技者レベ Pを測定し，多くの既報告値と比較して，他の工業先

ルでは， トレーニングと遺伝的要因の影響が大きいと 進国と同様に九州地区住民のMAPは発展途上国の住

考えられる。しかし地域住民などの集団レベルで考え 民より低い水準にあり，低体力化が伺えると報告した。

れば，遺伝的要因よりもむしろ日常生活における身体 本対象者をその報告値と比較すると，どの年代でも平

活動の影響が大きいと考えられる 9)10)21)22)。 均値および標準偏差値が近似していた。また年齢(X)

本対象者の男性のMAPは，日常生活での身体活動 とMAP(Y) との相関係数 (r= -0.538)および一

量が多いと考えられた丘陵地農民31)の40歳代以下の世 次回帰式 (Y= 46.1-0. 248)でも，九小卜1地区住民の場

代で有意に低かった (p<O. 001）。一方，都市近郊農村 合と大差があるとは考えられなかった。したがって，

住民は，調査が行われた時期が農閑期であり，老若年 チベットからの移住民の場合も， 20歳代以外は他の発

者を問わず男性は随所に数名集まって談笑やトランプ 展途上国住民より低い水準にあり，低体力化が伺える

を1日中行い，またスポーツ活動も行っていない集団 といえよう。そしてその低体力化は，彼らの日常生活

であった叫その都市近郊農村住民と比較すると， 30歳 における身体活動量が少ないことが一因と思われる。

代以上の世代では差を認めなかったが， 20歳代では本

対象者の方が有意に高かった (p<0.05)。 （2) 女性の最大酸素摂取量

ところで，多くの民族の最大酸素摂取量をレビュー 本対象者のMAPは， 20歳代において丘陵地農民の

した斉藤と宮村24)は，特別な身体活動やトレーニングを 同年代より有意に低く，他の年代では，丘陵地農民お

行っていない成人男性のMAPが45ml/kg/min程度 よび都市近郊農村住民と差を認めなかった。女性の場

であるとしている。また Konnoら10)も，都市化の影響 合も， MAPは日常生活での身体活動量の影響が大き

を受けず特殊な生活様式を営まない成人集団のMAP いと考えられる。比較に用いた丘陵地農民も都市近郊

が40,...__,50ml/kg/minの範囲にあるとしている。本チ 農村の住民（女性はほとんどが農業に従事）も，農閑

ベット移住民の20歳代のMAPは45.2土6.5ml/kg/ 期といえども家畜の飼料となる草刈やその運搬，畑ヘ

minであり，斉藤と宮村および Konnoらの指摘する成 の積肥の運搬を行い，身体活動は必ずしも少ないとは

人男性の範囲内にあった。これに対し，都市近郊農村 云えないと思われる。一方，本対象者の場合， 40歳代

住民の20歳代のMAP(42.1土6.2ml/kg/ min) 31)は， 以下の大部分の者が 1日中座って絨毯織りに従事し，

やや低いといえよう。したがって， 20歳代に認められ 50歳以上のほとんどが羊毛の糸巻，絨毯の毛繕い，清

たチベット移住民と都市近郊農村住民のMAPの差は， 掃などに従事していた。それにも関わらず，本対象者

チベット移住民が高いのではなく，都市近郊農村住民 のMAPは， 20歳代において丘陵地農民より有意に低
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いのもあった。 では移住が行われる前後に生まれたか少年期を過

著者ら 19)は男性の場合と同様に，九州地区住民の女性 ごした30歳代は，他の世代より身長がやや低い傾

436名 (20~72歳）のMAPを測定している。本対象者 向が伺われた。

のMAPは，九州地区住民のMAPの平均値および標 (2) チベット移住民の体重， 4部位の皮下脂肪厚およ

準偏差値とも大差がない。この九州地区住民のMAP び体脂肪率ならびに肥満者の出現率は，男女とも

は，丘陵地農民の20歳代とは有意に低いものの，他の年 中高年者が大きい傾向にあった。都市近郊農村住

代および都市近郊農村住民とも大差が認められなかった。 民および丘陵地農民に比べて，体重，いずれの部

本対象者のMAPと年齢との相関係数および一次回 位の皮下脂肪厚および体脂肪率，肥満者の出現率

帰式の係数は，都市近郊農村住民や丘陵地農民の場合 も，チベット移住民が有意に大きい傾向にあった。

より低く，また九州地区住民における相関係数や一次 しかし，彼らの 1日当たりの摂取エネルギー量は，

回帰式の係数 (r=-0.509, Y =41.5-0.244) より 都市近郊農村住民より絶対値でも体重当たりの相

低い。これは，本対象者の20歳代のMAPがそれほど 対値でも有意に少なく，丘陵地農民より絶対値で

高くなく，その要因が 1日中座って絨毯織りに従事し， 有意に少なかった。したがって，彼らの体重が重

スポーツ活動なども行っていなかったことに起因する ＜，体脂肪が多く，肥満者の出現率が高い理由の

と思われる。 ひとつは，彼らの日常生活での身体活動量が少な

女性のMAPは，集団でみた場合，必ずしも男性ほ いことによると考えられた。

どその差が顕著に現れないことが多いと言われてい (3) チベット移住民男性の最大酸素摂取量は，丘陵地

る19)22)124)。その原因について，斉藤と宮村24)は，特殊な 農民より 20• 30 • 40歳代で有意に低かった。都市

社会を除いて，女性の生活活動が育児や家事といった 近郊農村住民に比較すると， 30歳代以上の世代で

活動の内容が似通っており，生活環境条件などの違 は差が認められなかった。 20歳代ではチベット移

いが男性ほど大きくないことを挙げている。そしてM 住民が有意に高いという結果であったが，これは

APは，発展途上国と工業先進国の住民といえども， 都市近郊農村住民の最大酸素摂取量が低いこと，

大きくないとしている。著者らもこれまでに，ネパー またチベット移住民の20歳代は労働内容が肉体的

ルを中心とした発展途上国の住民のMAPを比較 労働であり，また20歳代のみにスポーツ活動が聰

してきたが，女性の場合大きな差異を詔めていな めらたことによると考えられた。しかし， 20歳代

ぃ！！）12)19)23)29)3O) 21)。これは，斉藤と宮村24)が指摘するよ 以外の男性の最大酸素摂取量は一概に低い傾向に

うに，女性の生活活動が極めて似通っているためであ あり，全体的に低体力化の傾向が伺われた。

るのか，その他に要因があるのか定かではない。いず (4) チベット移住民女性の最大酸素摂取量は， 20歳代

れにしろ，チベット移住民女性のMAPについては， において丘陵地農民より有意に低かったが，他の

他のネパール集団と差を認めるには至らなかったこと 年世代では丘陵地農民および都市近郊農村住民と

になる。 大差が認められなかった。そして， 20歳代につい

要 約
ては労働が 1日中絨毯織りを行っていることよる

身体活動量の不足に基づく低体力化が伺われた。

チベットから約30年前にネパール王国の都市近郊に しかし女性の場合，男性ほど顕著な低体力化を認

移住したチベット移住民とその子孫の身長，体重，皮 めるには至らなかった。

下脂肪厚(4部位），体脂肪率および最大酸素摂取量を

検討した。対象者は， 20歳以上の男性242名および女性 謝辞

306名の計548名であった。 本調査研究の実施にあたり，日本から援助に駆けつ

(1) チベット移住民の身長は，男女とも若年者の方が けてくれた川崎純也氏，ネパール在住の KrishunaB. 

高くなっていた。これは，食生活や社会経済的条 Tamang氏， Chikako0. Tamang氏， RabiB.Shur-

件が改善されてきた傾向にあることが伺えた。ネ tha氏， NaniS. Shaky a氏をはじめ，多くの方々の援

パールの都市近郊農村住民や丘陵地農民に比べて 助を受けた。また本研究に対し，財団法人ソルト・サ

有意に高い世代が多く，動物性蛋白質の摂取量と イエンス研究財団から研究助成金 (No.9022)を受け，

社会経済的要因の変化などが，チベット移住民の さらに多くの企業や個人から寄付を受けた。ここに記

身長に影響を与えていると思われた。なお，男性 して，深謝の意を表します。
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